四万十・流域圏学会　第10回総会・学術研究発表会(H22年度)プログラム

開催日
平成22年5月29日（土）

会　場
高知女子大学・永国寺キャンパス南学舎137教室（高知市永国寺町5-15）


主　催
四万十・流域圏学会


共　催
高知女子大学・梼原町・梼原町教育委員会

後　援
高知県・高知県教育委員会・高知市教育委員会・（財）四万十川財団・四万十川総



合保全機構・西日本科学技術研究所・高知県立歴史民俗資料館・NHK高知放送


局・RKC高知放送・KUTV テレビ高知・KSSさんさんテレビ・エフエム高知・KCB高


知ケーブルテレビ・高知新聞社・朝日新聞高知総局・読売新聞高知支局・毎日新聞


高知支局
プログラム

08:30～
受付
09:00～ 09:30　開会 ［司会進行：松田誠祐］

四万十・流域圏の回顧と今後の展望　(今井嘉彦・会長)
09:30～10:10　一般セッション・講演 (1) ［座長：大年邦雄］
四国南海アルプス県立公園梶が森山頂における降雪の化学的特徴
○今井昭二*、中尾裕子**、伊東聡史***（徳島大学大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部*、総合科学部自然システム学科**、大学院総合科学教育部地域科学専攻***）

四国地域におけるニホンジカの天然林・植生被害と対策
○鹿熊　誠（四国森林管理局）
10:10～10:30
休憩

10:30～11:40
総会Part１ (一般総会）
11:40～12:00
総会Part 2 (表彰式(1))
12:00～13:50　ポスターセッション（学生会館1Ｆ生協食堂）＜昼食＞ ［司会進行：一色健司］
ポスター・コアータイム：　12:00-12:40 リレー式発表
（１題につき3分間、Ｐ番号順に各ポスターの前で代表者が内容の要点について説明）
P-01  四万十川スジアオノリの生育条件に関する現地調査*
○森 計季(高知高専)、渡會健詞(高知高専)、安藤しおり(四国建設コンサルタント)、岡田将治(高知高専)
P-02  四万十川具同地点におけるH-ADCP計測データに基づいた洪水流量推定*
○竹内慈永（高知高専）、石坂直希(高知高専 専攻科) 、 岡田将治（高知高専）
P-03  池蝶貝を用いた湖沼の水質浄化***
○杉万 裕一（株式会社 一成）、馬渕 泰（高知工科大学）、村上 雅博（高知工科大学）
P-04  多自然川づくりにおける物理環境の変化と底生動物相の関係　～高知県土生川を対象として～***
○谷大介（構営技術コンサルタント（株））、村上雅博（高知工科大学）
P-05  高知県における下水汚泥の全量堆肥化について**
○北村 砂紀（高知工科大学・大学院）、村上 雅博（高知工科大学）
P-06  高知県石土池の湖底ヘドロ堆積問題**
○酒井 哲（高知工科大学・大学院）、村上 雅博（高知工科大学）
P-07　南海大地震時における山田島地区の地下水給水ライフライン確保**
○瀬尾 和貴、村上 雅博（高知工科大学）

P-08  KUT四万十川方式水浄化システムと高度（三次）処理水の循環再利用**
○竹村 美紀、村上 雅博（高知工科大学）

P-09　内湾底泥中の鉄（Ⅱ）硫化物のオンサイト測定のためのセンサー部位の開発**
○藤原　友佳（高知工科大学・大学院）、角　克宏（高知工科大学）
P-10  ブルキナファソ国北部における降雨量変動とソルガム収穫量変動の関係***
○千頭 麻子（（株）三裕コンサルタント）、村上 雅博（高知工科大）
P-11　ケニアにおける大野式上総堀りによる地下水井戸開発*
○鳥谷恵生（高知工科大学）、村上雅博（高知工科大学）

P-12  第11回JSCE途上国の環境問題を見て考える全国学生ツアー：ドナウ川（スロバキア/オーストリア）*
○濱田 紫乃（高知工科大）、信田沙希（山口大学）、藤村和正（明星大学）、村上雅博（高知工科大）
13:50～14:10　ユースセッション（高校生の調査研究発表） ［司会進行：石川妙子］
四万十川と梼原川の植生調査Ⅱ

弘瀬悟志(高知県立四万十高等学校)、○荒金夏樹(同)、菅井慎一郎(同)、中越悠一朗(同)

14:10～14:50
一般セッション・講演（2） ［座長：岡田将治］
ドナウ川・フロイデナウ発電所とその魚道
○藤村 和正（明星大学理工学部建築学科）
流域圏の変遷とこれからの流域管理考－節水対策政策の視点から

○松下 潤（芝浦工業大学）
14:50～15:35
企画セッション：企画セッション(1) ［司会進行：村上雅博］
特別講演「流域圏をどうとらえるか？」

○島谷 幸宏（九州大学　工学研究院）


15:35～16:15　　一般セッション・講演（3） ［座長：森牧人］
国連大学の「地下水と人間の安全保障」問題と地下水の脆弱性

○辻　和毅（㈱　技術開発コンサルタント）


地球温暖化の予測とその影響・適応研究のはざまで

○西森基貴(農業環境技術研究所)

16:15～16:45
閉会式(表彰式(2)) 挨拶 (松田誠祐) ［司会進行：福永秦久］
16:45～18:15
梼原町へ移動

19:00～20:30
懇親会 ＜梼原町＞
※今回の記念講演会とエクスカーションは第10回記念のため、会場が高知市から80km離れた梼原町で開催されます。従って、29日の学術研究発表会終了後、梼原へ会員の車に便乗して移動し、懇親会への出席と梼原町内での宿泊をお勧めいたします。（懇親会、特別記念講演会、エクスカーション、交通手段と宿泊に関しては添付の案内書・参加申込書を御参照の上、ご希望を5月15日(土)までにFAXにて担当：石川までお知らせ下さい）。

5月30日(日)　第10回大会・梼原特別記念講演会とエクスカーション：ゆすはら・夢・未来館

08:30～　　　
受付

09:00～09:05
挨拶                                  ［司会進行：橋尾直和］
09:05～09:35
企画セッション(2)「四万十川流域の活性化」（田村俊夫・明神文雄）

09:35～11:05
特別記念講演・「四万十川流域の文化的景観」（恵谷浩子）

11:05～11:30
移動・休憩

11:30～12:00
津野山神楽鑑賞（ゆすはら座）

12:00～12:45
昼食（ゆすはら・夢・未来館）

12:45～13:00
移動

13:00～14:45
エクスカーション（脱藩の道ウォーク）

15:00 　　　
解散（現地）、バス出発（高知市内からのユースエクスカーション参加者）
エクスカーション（～津野山神楽と龍馬脱藩の道と文化遺産～）の御案内

（※当日高知市内から参加の子ども向け案内ですが、一般参加も可）

　四万十・流域圏学会では、世代間の交流・次世代の育成も大きな柱の一つであるとして、ユースセッション及びユースエクスカーションを続けてきました。今回は、梼原町に伝わる津野山神楽を鑑賞した後、龍馬脱藩の道を歩き幕末の志士たちの志を感じたいと思います。また、脱藩の道沿いに点在する文化遺産の解説を聞きます。

対象：小中高校生優先（保護者も可）、バス乗車定員40名/エクスカーション参加者定員60名（申込み着順）

参加費：バス代、脱藩の道ウォーク案内料は無料です。

　　　　　但し、昼食代800円を実費としていただきます（強制ではありません。当日お弁当持参可）。
持ち物：飲み物、帽子、歩きやすい服装・靴

目的：龍馬脱藩の道を歩き、梼原町の文化・道沿いの文化遺産について知る。

スケジュール

09:00　高知市出発

11:00　梼原町役場着

11:30　津野山神楽鑑賞（ゆすはら座にて）

12:00　未来館にて昼食

12:45　バスで太郎川公園に移動

13:00　脱藩の道ウォーク

14:45　梼原町役場着

15:00　梼原町役場出発

17:00　高知市内着

講演会参加者は、講演会終了後エクスカーションに合流します。

小雨決行。雨の強い場合は内容が変更になります＜担当の石川まで電話で状況をお尋ね下さい＞。

エクスカーション（津野山神楽、脱藩の道ウォーク）参加者は別紙申し込み用紙に必要事項を記入して、FAXで下記までお申し込み下さい。

石川妙子　Tel. 090-3783-0141  E-mail : taeko-iskw@mc.pikara.ne.jp　FAX:０８８−８５０−１０２３

※ 集合・解散の場所、交通手段など、その他を含めての詳細は担当の石川まで電話やメールにてお尋ね下さい
参加要領

１．学術研究発表会の参加費他 <特別講演およびポスターセッションとユースセッション(小・中・高校生の発表)は一般公開(参加費無料)されます>

●受付で大会参加登録をしてください。参加費は当日会場にて支払い、領収書をお受け取りください。

一般・会員3000円、　学生（大学院生を含む）1500円

●懇親会費は、一般・会員4,000円、学生（大学院生を含む）2,000円。梼原町の地元の方の手料理で歓迎
別途に食事をする場合、下記メールアドレス宛にご連絡ください。ご案内いたします。

●所属機関長宛の出張依頼書が必要な方は、返信封筒にご本人の宛先と80円切手をのり付けして、四万十・流域圏学会事務局宛に御請求ください。

２．総会・学術研究発表会場（高知女子大学）へのアクセス（http://www.kochi-wu.ac.jp/access/eikokuji.htm参照）

３．総会・学術研究発表会に関するお問い合わせ

四万十・流域圏学会第10回総会・学術研究発表会　実行委員長　橋尾 直和

〒780-8515　高知市永国寺町5-15

高知女子大学文化学部橋尾研究室

TEL･FAX : 088-873-2823　E-mai1 : hashio＠cc.kochi-wu.ac.jp

発表要領
発表方法：PCプロジェクター(Windows)を準備しています。各自のノートパソコン、CDあるいはスティックメモリなどを持参の上、発表前の休憩時間を利用して備え付けのPCにインストールして作動確認を行って下さい。ポスター発表は要旨の他、各自のポスター（最大A0サイズまで）を準備いただき会場にお持ち下さい。

一般講演発表時間：１題につき20分（発表10分、質疑・応答10分）以内です。発表者数によって多少の変更があり得ます。
ポスター発表時間：１題につき2～3分間、掲示されたポスターの前で番号順に代表者に発表内容の要点について説明をしていただきます。質疑応答はお聞きするだけでその場で直接に答えずに、各説明発表が一巡した後に個々にブースで対応することを質問者に伝え、臨機応変に対応してください。

発表者：登壇者は四万十・流域圏学会の会員（発表申込と同時の入会受付も可）に限ります。事務上、プログラムに記載する連名者は筆者以外に３名を限度とします。
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09:30～10:10

一般セッション・講演 (1)
12:00～13:50

（学生会館1Ｆ生協食堂）
ポスターセッション
13:50～14:10

（高校生の調査研究発表）

ユースセッション

14:10～14:50
一般セッション・講演（2）
15:35～16:15

一般セッション・講演（3）
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